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2019 年度 教育開発支援機構 FD 推進センター活動報告 

 

1. 2019 年度 運営・執行体制 

(1) 教育開発支援機構長 

廣瀬克哉（法学部教授） 

(2) センター長 

竹口圭輔（経済学部教授） 

(3) ユニット・リーダー等 

教員サポートユニット  岡松暁子（人間環境学部教授） 

学生サポートユニット  川﨑貴子（文学部教授） 

学びの質向上ユニット    山本兼由（生命科学部教授） 

(4) 事務局 

学務部教育支援課（課長 1名・事務主任 1名・課員 4名（うち FD 業務主担当 2名）） 

 

2. 2019 年度 イベント開催 

(1) 第 8回新任教員 FD セミナー（学内・FD・新任教員対象）         [巻末資料 1] 

「授業・講義資料と著作権」 

講演者：木村 友久（山口大学大学研究推進機構知的財産センター長/教授） 

日時：2019 年 9 月 28 日（土）13：00～15:00 

場所：市ケ谷キャンパスボアソナード・タワー26 階 A 会議室 

人数：40 名 

 

(2) 第 20 回 FD ワークショップ（学内・SD・教職員対象）          [巻末資料 2] 

「社会環境が変化する中で大学が目指す方向とそのための道標とは 

～身近な改善と効果的な取り組みを考える～」 

講演者：田中 一平（総長室付教学企画室課長） 他 

日時：2019 年 9 月 6 日（金）13：00～17:00 

場所：市ケ谷キャンパス ボアソナード・タワー26 階スカイホール 

人数：76 名 

 

3. 各学部等の FD 活動への支援 

「学生による授業改善アンケート」学部等ごとの集計および特別集計の提供、授業相互参観の

推進、全学 GPCA 集計表の提供、学部教授会等における FD 研修または情報提供 

 

4. 個別教員への教育支援 

新任教員研修会におけるセンター長講演（4/2）、「学生による授業改善アンケート」の実施、

アカデミック・サポートサービス、学生による授業モニター、剽窃チェックソフト Turnitin

の全学展開、その他教育支援ツールの紹介（授業支援システム、授業支援ボックス、アクティ

ブラーニング・セット） 

 



 

2 
 

5. 学生による FD 推進 

FD 川柳 2019 の実施、学生 FD スタッフの活動（オープンキャンパス企画（8/4・8/18・8/19）、

教育開発支援機構主催「学生が選ぶベストティーチャー賞」への参画、「学習支援ハンドブッ

ク 2020」への編集協力、学生 FD サミットへの参加（8/27・28、2/27・28）、お昼休みミーテ

ィング等） 

 

6. 2019 年度 発行物 

冊子「法政大学学習支援ハンドブック 2019」（2019.4.1）、冊子「Ｔ・Ａハンドブック」（2019.4.1）、

冊子「2019 年度学生が選ぶベストティーチャー賞実施報告」（2020.3.31）、冊子『法政大学教

育研究第 10 号』（2019.8.1） 

 

7. 各ユニット等の事業概要 

(1) 教員サポートユニット 

FD 支援・推進のための関連情報の提供、新任教員研修会、教員研修、シンポジウム、フ

ォーラム、ワークショップ等の企画・実施。具体的には、新任教員研修会、新任教員セミ

ナー、教職員研修、授業相互参観、シンポジウム・セミナー等の企画・実施、『法政大学

教育研究』の編集・発行、各学部等における取り組みの支援。 

 

(2) 学生サポートユニット 

学生の主体的な学びへの意欲および教育の質向上を目的とした、学生・職員・教員協働型

の大学教育の質的転換に関する情報発信。学生の視点を活かした授業改善および組織的

な学生 FD 活動の実施。FD 川柳の開催、ホームページ・関連冊子による情報発信（「学習

支援ハンドブック」等）。 

 

(3) 学びの質向上ユニット 

教育の質的向上に向けた全学的活動推進のための情報収集、分析、施策の企画・立案・提

案。「学生による授業改善アンケート」の実施・改善、アンケート結果の集計・分析、報

告書の発行。GPA の活用方法の検討と提案。 

 

8. 学内会議 

(1) 教育開発支援機構企画委員会（規定第 1030 号） 

教育開発支援機構長を補佐するとともに、機構の活動方針・機構を構成する 4センターの

運営方針を審議し決定するための会議。 

構成：委員長（機構長）、副委員長（担当常務理事・事務部長）、各センター長、指名委員、

オブザーバー 計 12 名 

会議：10 回開催（4/25・5/23・7/4・9/26・10/24・11/21・12/19・1/23・2/20・3/12） 

 

(2) ユニット・リーダー会議（規定第 829 号） 

FD 推進センターの事業の企画及び実施に係る審議を行う会議。 

構成：教育開発支援機構長、センター長（議長）、ユニット・リーダー、事務局 

会議：9回開催（4/11・5/16・6/20・7/18・10/17・11/14・12/12・1/16・3/5） 
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(3) ユニット会議 

FD 推進センターの事業を各ユニットが専門的かつ中心となって実施するための会議。 

構成：ユニット・リーダー（座長）、ユニット・サブリーダー、ユニット・メンバー（教

員サポート：7名、学生サポート：6名、学びの質向上：6名） 

会議：教員サポート：3 回、学生サポート：4 回、学びの質向上：9 回。これらの他、各

メーリングリストにより適宜メール会議を実施。 

 

(4) アドバイザリー・ボード（規定第 829 号） 

FD 推進センターの事業に関わる助言・提案及びチェックを行うとともに、学部教授会等

との連絡調整を行うための会議。 

構成：議長（センター長）、教育開発支援機構長、ユニット・リーダー、各学部・ILAC・

KLAC・研究科長会議・通信教育部・事務部門から選出された委員 計 35 名 

会議：3回開催（5/18：年度活動計画、11/30：中間報告（メール会議）、3/19：活動報告） 

 

9. 所属学会・参加団体・外部対応 

(1) 大学教育学会：団体会員 

(2) 初年次教育学会：機関会員 

(3) 日本リメディアル教育学会：賛助会員 

(4) 全国私立大学 FD 連携フォーラム（JPFF：Japan Private Universities FD Coalition 

Forum）（38 大学加盟）：幹事校 

幹事会・総会・シンポジウム（6/29）、幹事校・会員校ミーティング（1/15） 

(5) 関東圏 FD 連絡会（青山学院大学・國學院大学・東洋大学・法政大学・立教大学） 

連絡会（6/14・3/2） 

 

10. その他 

(1) セミナー参加費補助 

大学コンソーシアム京都「第 25 回 FD フォーラム」（2/29・3/1）：教職員 9名 

芝浦工業大学教育イノベーション推進センター「学生主体の授業運営手法 WS および実践

編 WS」（7/31・8/1）：教員 1名 

日本高等教育開発協会・追手門学院大学教育開発センター「カリキュラムコーディネータ

ー養成研修会」（11/15～17）：職員 1名 

日本高等教育開発協会「FD 担当者のための FD 丸わかりセミナー」（3/8）：教員 1名 

(2) 他大学主催学生 FD サミット派遣 

北翔大学主催「学生 FD サミット 2019 夏」（8/27・28）：教職員学生 4名 

広島経済大学主催「学生 FD サミット 2020 春」（2/27・28）：教職員学生 4名 

(3) FD メルマガ：5通 

 

以上 
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2019 年度 教育開発支援機構 FD 推進センター ユニット活動報告 

 

＜教員サポートユニット＞ 

  

Ⅰ．2019 年度活動計画（2019 年 5 月 18 日のアドバイザリー・ボード会議で報告された内容） 

 

１．活動目的 

教員の授業設計・方法・改善に役立つ提案、学部・学科単位での FD 活動の支援、新 GPA 制度導

入に伴う成績評価のあり方に関する検討等を行うことで、FD 活動の活性化及び実質化を図る。 

 

２．活動計画 

（１）学部・学科における FD 活動 

・各学部教授会における FD 研修、情報提供 

・半期に 3～4学部で実施することを目指す 

（2019 年度のテーマ） 

・授業支援システム・授業支援ボックスの使い方 

・Turnitin（剽窃チェックソフト）の使い方 

 

（２）新任教員研修（毎年 4月上旬開催、当該年度新任教員の出席必須） 

・センター長による、FD 活動の説明 

 

（３）教員 FD セミナー（9月開催予定） ＊2018 年度までの新任教員 FD セミナー 

・「授業・講義資料と著作権（仮題）」 

・9/28（土）午後（予定） 

・外部講師の招聘 

・新任教員の出席を必須とする 

・新任教員以外の教員の出席も要請する 

・今後も、必要に応じて教員の授業設計・方法・改善に役立つテーマで開催 

 

（４）FD ワークショップ（9月開催予定） 

・職員向け 

・学務部研修との共催 

 

（５）「学生による授業モニター」の実施 

・2019 年度の実施について、各学部に協力を要請する 

・2020 年度以降の実施についての再検討 

 

（６）教員向けサービス一覧の作成 

・教員の授業設計・方法・改善に役立つ情報の提供 

（参考）2018 年度 『ゼミ活動等を対象とした学生向けルーブリックのご案内』 

      2017 年度 『新学年暦－100 分授業制－教員ガイド』 

 

（７）新 GPA 制度導入に伴う成績評価のあり方に関する検討 

 

３．ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 

相原健人（理工学部）／*岡松暁子（人間環境学部）／岸牧人（経済学部）／久保貴寛（学務部

学部事務課市ヶ谷リベラルアーツ・SSI 担当）／**酒井理（キャリアデザイン学部）／田中佐代子

（法学部） 
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Ⅱ．2019 年度活動実績（報告） 

 

１．学部・学科における FD 活動 

（１）人間環境学部教授会における研修（7月 17 日） 

・剽窃ソフト、授業支援システム等について：教員サポート・ユニットメンバーが実施。 

・参加者：30 名 

 

（２）生命科学部教授会における研修（9月 27 日） 

・剽窃ソフト、授業支援システム等について：教員サポート・ユニットメンバーが対応。 

・参加者：36 名 

 

（３）スポーツ健康学部教授会（兼任講師懇談会）における研修（9月 28 日） 

・対象：スポーツ健康学部の専任教員および兼任講師 

・場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館） 

・山本兼由教授（生命科学部）、教員サポート・ユニットメンバーが実施。 

・スポーツ健康学部に特化した授業改善アンケートの結果解説 

・教員の授業改善に役立つ教育方法の紹介 

・参加者：27 名 

 

（４）文学部教授会における研修（10 月 16 日） 

・剽窃ソフト、授業支援システム等について：教員サポート・ユニットメンバーが対応。 

・参加者数：53 名 

 

２．新任教員研修（4月 2日、当該年度新任教員の出席必須） 

センター長による、FD 活動の説明 

 

３．FD 教員セミナー ＊2018 年度までの新任教員 FD セミナー（9月 28 日）    [巻末資料 1] 

・参加者数：40 名（新任教員 24 名、新任教員以外 9 名、関係者 7名） 

   ※昨年度参加者数：39 名（新任教員 29 名、新任教員以外 1名、関係者 10 名） 

・講師：木村友久氏（山口大学大学研究推進機構知的財産センター センター長・教授） 

・演題：「授業・講義資料と著作権」 

 

４．第 20 回 FD ワークショップ（9 月 6 日）                   [巻末資料 2] 

・参加者数：76 名（事務職員 61 名、関係者 15 名） 

※昨年度参加者数：104 名（事務職員 89 名、関係者 15 名） 

・テーマ：「社会環境が変化する中で大学が目指す方向とそのための道標とは〜身近な改善と効 

果的な取り組みを考える」 

 

５．「学生による授業モニター」の実施                                          [巻末資料 3] 

春学期、秋学期とも、「学生による授業モニター」を実施し、モニターを受けた教員からは概ね

好評を得た。 

 

６．シラバス作成における授業計画の記載内容について（Web シラバス入稿ガイドラインの改訂） 

「授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）」欄に、授業外において必要な学習時間を具体

的に記入する。 

 

７．『法政大学教育研究』（通称：紀要）のリポジトリ登録について 

・本学図書館との調整の結果、この度、本学リポジトリに紀要の登録申請が可能となったため、 

登録申請を行う。 

  法政大学学術機関リポジトリ https://hosei.repo.nii.ac.jp/ 
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  FD 推進センターHP 該当ページ http://www.hoseikyoiku.jp/fd/kiyo_kenkyu 

・第 4号以前については、冊子保存はあるものの、データ.pdf の保存が確認できないため、現 

在、印刷業者に確認中。確保次第、リポジトリ登録とする。 

・紀要（2018 年度分で終刊）の後継である『FD 推進センター年報』（2019 年度分～、通称：年報）    

 のリポジトリ登録については、年報の内容等を検討後に改めて調整する。 

 

８．新 GPA 制度導入に伴う成績評価のあり方に関する検討 

従前の A＋については、全体の 20％以内という目安を設定してきた。S評価が導入されたこと 

で、評価に多少の変化がみられることから、今後、S や A＋の割合の上限をどの程度とするかにつ

いて、継続して検討する。 

 

以上 
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＜学生サポートユニット＞ 

 

I．2019 年度活動計画（2019 年 5 月 18 日のアドバイザリー・ボード会議で報告された内容） 

 

１．活動目的 

・学習支援ハンドブックを作成し、学生の主体的な学びを支援する。 

・学内外での「学生 FD」活動を通し、学生参加型の授業改善活動を推進する。 

・FD 川柳の募集と受賞作の発表により、FD に対する関心を喚起する。 

 

２．活動計画 

（１）FD 川柳の実施 

FD 学生の声コンクールについては、教員を励ます目的で開始されたが、現在はベストティー

チャー賞など、他の機会も設けられている。また、内容が、FD とは離れてきている。したがっ

て、少なくとも今年度は学生の声コンクールは行わず、FD 川柳 2019 のみ実施する。 

  FD 川柳には昨年、一昨年と 130 件を超える多数の応募があったが、重複応募による重複受賞 

 について懸念の声が寄せられていた。そこで、今年度は応募数を 1人 2点までに制限する。 

  募集要項については 6 月中にチラシを作成し、7 月より募集を開始する。受賞作品の広報につ

いては、より多くの学生・教職員に届くよう、SNS を含めた方法を議論していく予定。 

 

（２）『学習支援ハンドブック 2019』の編集 

大きな改訂は行わず、必要な修正にとどめる。7月中に修正すべき情報の収集を行う予定。 

 

（３）学習環境支援センターとの連携 

本ユニットと同じく、学生による自立的学習支援を目的とする学習環境支援センターとの連 

携を図っていく。具体的には、学習支援ハンドブックを活用した Lステゼミの共同開催などの可

能性を模索する。 

 

（４）オープンキャンパス企画 

8 月 4 日，18 日，19 日の 3日間、学生 FD スタッフによるオープンキャンパス企画講演を行 

う予定。本ユニットでは学生 FD による企画をサポートする。 

 

（５）学生が選ぶベストティーチャー賞  

教育開発支援機構が主体の企画であるが、実施に際しては学生FDスタッフのサポートを行う。 

 

（６）学生 FD サミットへの参加 （夏と冬の年 2回） 

学生 FD サミットへ教職員・学生併せて 4名派遣し、他大学における学生 FD 活動の情報収集 

を行う。2019 年夏は北翔大学（8月 27 日、28 日）＠北海道江別市にて開催。 

 

（７）その他 

本ユニットに関わる各種取り組みに関し、実施の有無や内容の変更などを継続的に検討してい

く。 

 

３．ユニット・メンバー（五十音順、*ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 

安藤光平（教育支援担当）／*川﨑貴子（文学部）／**小原丈明（文学部）／髙橋美穂子（経営

学部）／山田快（経済学部）、湯山颯太（学務事務課文学部担当） 
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Ⅱ．2019 年度活動実績（報告） 

 

１．FD 川柳の実施                             [巻末資料 4] 

・募集期間・広報： 7⽉1⽇〜9⽉27⽇より、ポスター掲⽰、HP、SNS、学内メーリングリスト 

などで告知 

・応募結果：応募作品数は 75 件（42⼈） ／昨年 119 件（32⼈） 

・審査結果：結果：⼤賞 1点、⼊賞 9点を選出 重複受賞は無し 

・受賞作品広報： 

審査結果は 12⽉9⽇発⾏のニュースレターとして HP、学内掲⽰板を通じて発表。 

2020 年 1⽉、ニュースレターの裏⾯をブックカバーとして利⽤できるデザインにしたものを 

学部窓⼝、学⽣センター、教授室、および 3キャンパスの図書館を通して配布した。 

また、⼤賞作品をデザインしたクリアファイルを全専任教員に配布した。 

 

２．学習環境支援センターとの連携                      [巻末資料 5] 

L ステゼミの開催：学習環境支援センターとの連携として、Lステゼミの共同開催を行った。 

（１）6/24 (月) 「英単語の効果的な学習法」 中田達也文学部准教授 

（２）12/16（月）「レポート作成のコツを学ぼう！～自然科学編～」吉田智文学部教授 

（３）12/18（水）「レポート作成のコツを学ぼう！～人文科学編～」小島尚人文学部専任講師 

（４）12/20（金）「レポート作成のコツを学ぼう！～社会科学編～」小原丈明文学部准教授 

 

３．『学習支援ハンドブック 2020』の編集                    [巻末資料 6] 

・冊子には大きな改訂は行わず、主に改組、学内システムの変更などの変更点を反映させる 

修正にとどめた。3月末に納品予定。 

・学習支援ハンドブックのオンデマンド化の要望が寄せられたため、今年度より、学習支援 

ハンドブックのオンデマンド化の作業を行い、4 月以降の公開に向けて準備中である。 

 

４．オープンキャンパス企画 

8 月 4 日、18 日、19 日の 3 日間、学生 FD スタッフによるオープンキャンパス企画講演の 

サポートを行った。 

 

５．学生が選ぶベストティーチャー賞                     [巻末資料 7] 

教育開発支援機構が主体の同企画の実施、および受賞者へのインタビューにおいて、学生 FD 

スタッフのサポートを行った。 

 

６．学生 FD サミットへの参加（夏と冬の年 2 回） 

2019 年夏は北翔大学（8 月 27 日、28 日）＠北海道江別市にて開催された学生 FD サミットへ、 

教員 1名、職員 1名、学生 2名を派遣した。 

冬のサミットは 2月 27、28 日に広島で行われる予定であったが、新型コロナウイルス感染症の 

影響から、開催が中止された。 

 

以上 
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＜学びの質向上ユニット＞ 

 

I．2019 年度活動計画（2019 年 5 月 18 日のアドバイザリー・ボード会議で報告された内容） 

 

１．活動目的 

実践知を実現する本学教育研究での「学びの質」を支える「教育の質」と「学習の質」を向上 

させる研究と施策提案を目的とする。個別授業の「教育の質」と「学習の質」向上を推進している

「学生による授業改善アンケート」結果の分析と報告を中心とした活動を行うとともに、「４＋１

年サイクル」の３年目に際して支援する課題を浮き彫りとし、効果的な「教育の質」と「学習の質」

向上に資する研究も行う。 

 

２．活動計画 

（１）「教育の質」向上への支援 

・2018 年度「学生による授業改善アンケート」結果の分析・報告 

個別授業の「学生による授業改善アンケート」結果を分析する全学データのフィードバック 

・「学生による授業改善アンケート」結果の自由記述分析（重点課題） 

自由記述分析から全学にフィードバックできることの検討 

・「教育の質」向上に資する各種 FD 支援システム活用実績の分析 

 

（２）「学習の質」向上への支援 

・授業改善アンケートと他アンケートとの連携の模索（重点課題） 

IR・他アンケートとの連携から「学習の質」向上のポイント抽出の検討 

・学生が主体となる気づきとそのサポートの企画・開発 

ルーブリックなどの企画・開発 

・「学習の質」向上に資する各種 FD 支援システム活用実績の分析 

 

（３）新しい効果的な取り組みの検討 

・本学 FD の STP 分析 

・新 GPCA 集計表の構築と特別集計受注の仕組み導入の検討（重点課題） 

・各種 FD 支援システム活用実績の分析について検討 

 

３．ユニット・メンバー（五十音順、*ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 

石毛 満悠（学務部教育支援課）／井芹 俊太郎（総長室大学評価室 [IR 担当]）／**菅 幹雄（経 

済学部）／田澤 実（キャリアデザイン学部）／森山 祐紀（総長室大学評価室 [IR 担当]）／ 

*山本 兼由（生命科学部） 

 

Ⅱ．2019 年度活動実績（報告） 

 

１．「教育の質」向上への支援 

（１）2018 年度「学生による授業改善アンケート」結果の分析・報告         [巻末資料 8] 

・2018 年度の「学生による授業改善アンケート」全学集計結果を分析し、報告書をまとめ、 

公表した。 

・科目種別を検討し、2019 年度より「卒論」を再度追加した。 
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・スポーツ健康学部から依頼があった当該学部のみの授業改善アンケート分析を行い、それ 

を報告した。 

 

（２）「学生による授業改善アンケート」結果の自由記述分析（重点課題） 

・様々な自由記述分析を検討した結果、全学集計結果に以下を追加することとした。 

 ・「自由記述記入率」と「工夫（問１）」とのクロス集計 

・高い工夫回答群のテキストマイニング分析 

 

（３）「教育の質」向上に資する各種 FD 支援システム活用実績の分析 

2019 年度の関連する活用実績を集計し、その内容を検討する。 

 

２．「学習の質」向上への支援 

（１）授業改善アンケートと他アンケートとの連携の模索（重点課題） 

・卒業生アンケートとの連携を検討した。 

・1 年生アンケートとの連携を検討した。 

・他大学で取り組む DP の活用に関するアンケート体制を研究した。 

 

（２）学生が主体となる気づきとそのサポートの企画・開発 

・STP 分析から支援対象を検討し、ルーブリックなどの活用の企画・開発を検討した。 

・他大学で取り組む修学ポートフォリオについて研究した。 

・1 年生アンケート検討から、「汎用的能力」より「知識」の向上が GPA に効果的と推定した。 

 

（３）「学習の質」向上に資する各種 FD 支援システム活用実績の分析 

2019 年度の関連する活用実績を集計し、その内容を検討した。 

 

３．新しい効果的な取り組みの検討 

（１）本学 FD の STP 分析 

FD 支援ツールと大学教育研究の相関を検討し、まとめた。 

 

（２）新 GPCA 集計表の構築と特別集計受注の仕組み導入の検討（重点課題）   [巻末資料 9] 

・新 GPCA 集計表のフォーマットを構築した。 

・集計のフィードバック先を整理した。 

・特別集計受注の仕組みを導入した。 

 

（３）各種 FD 支援システム活用実績の分析について検討 

2019 年度の活用実績を集計し、その内容を検討する。 

 

以上 
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巻末資料 

 

１．第 8 回新任教員 FD セミナー 

「授業・講義資料と著作権」（2019 年 9 月 28 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２．第 20 回 FD ワークショップ 

「社会環境が変化する中で大学が目指す方向とそのための道標とは 〜身近な改善と効果的な 

取り組みを考える」（2019 年 9 月 6 日） 
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３．「学生による授業モニター」の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．FD 川柳の実施 
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５．学習環境支援センターとの連携（L ステゼミ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．学習支援ハンドブック 2020  

（抜粋） 
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７．学生が選ぶベストティーチャー賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15 
 

 

８．2018 年度「学生による授業改善アンケート」結果の分析・報告 

 

2018 年度「学生による授業改善アンケート」全学集計結果報告書（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．2019 年度 GPCA 集計結果 

 

春学期（抜粋） 
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９．2019 年度 GPCA 集計結果 

 

春学期（抜粋） 
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秋学期（抜粋） 

 


